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儒

家

の

済

経

思

想

穂

五位

積

文

儒
家
の
経
済
思
想
を
う
か
が
は
う
と
す
る
白
で
あ
る
が
、
儒
家
と
言
つ
で
も
そ
の
範
聞
は
康
〈
、
試
に
漠
蓄
基
丈
志
を
見
る
も
、

寅
に
五

1
三
家
八
百
三
十
六
篇
に
上
る
。
だ
が
そ
の
中
核
を
な
す
も
の
は
そ
の
宗
師
孔
子
と
そ
の
饗
壁
と
稿
せ
ら
れ
る
武
了
、
荷
子

と
言
へ
る
か
と
息
ム
。
そ
れ
で
と
と
に
は
と
の
三
者
の
経
済
思
想
を
ろ
か
が
ふ
と
と
と
す
る
。
先
づ
孔
子
よ
り
始
め
る
。

孔
子
の
経
済
思
想
が
最
も
よ
く
う
か
が
は
れ
る
の
は
論
語
と
言
は
れ
る
。
だ
か
ら
私
も
孔
子
の
終
桝
思
恕
を
論
需
に
於
て
ろ
か
が

ム
己
と
に
す
る
。
ナ
る
と
先
づ
私
は
孔
子
が
粧
品
川
の
重
要
な
る
こ
と
を
よ
〈
識
認
せ
る
を
見
る
。
五
円
み
は
そ
れ
を
例
へ
ば
突
の
詩
句

に
よ
り
て
知
る
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
回
〈

干
週
帯
。
再
有
僕
。
子
日
庶
央
哉
。
舟
有
田
臨
庶
央
又
何
加
話
。
同
一
回
之
。
日
低
官
発
又
何
加
君
。
日
敬
之
。

子
賞
問
政
。
子
日
足
食
足
兵
民
信
之
島
。

そ
れ
は
先
づ
経
済
を
努
へ
て
然
る
後
に
鴎
殺
を
講
じ
、
徳
化
主
計
る
べ
し
と
注
し
、
先
づ
粧
品
川
が
先
決
問
題
怠
る
所
以
を
設
か
れ
た

一
脈
か
の
唯
物
史
翻
乃
至
経
済
的
史
削
明
白
考
ヘ
方
に
週
中
る
も
O
あ
る
を
見
る
。
そ
し
て
孔
子
が
さ
ら
に
、

子
目
。
賓
而
無
越
地

る
・
も
の
で
、

儒
山
棋
の
紺
済
思
担

，、、
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需
品
目
制
問
也
想

人

目

と
日
は
れ
る
と
昔
ま
す
ま
す
そ
の
感
を
深
〈
ず
る
a

然
し
孔
子
の
眼
目
は
道
徳
に
あ
る
。

従
て
道
徳
と
粧
怖
が
衝
突
す
る
と
き
は
言
ふ
ま
で
も
左
〈
道
徳
を
と
り
経
怖
を
す
て
ら
れ

る
。
経
摘
は
大
切
で
は
あ
る
が
道
徳
は
さ
ら
に
大
切
で
あ
る
、
経
怖
を
以
て
道
徳
に
は
代
へ
ら
れ
ぬ
と
せ
ら
れ
る
。
邸
前
誠
一
白
如
〈

『
子
貢
政
を
悶
ム
』
に
謝
し
て
『
食
を
足
ら
し
め
、
兵
を
足
ら
し
め
、
民
を
し
て
信
あ
ら
し
め
よ
』
と
あ
る
に
つ
い
で

千
貫
目
盛
不
特
巳
而
去
於
期
三
者
両
先
。
日
去
品
。
子
買
日
品
不
特
巳
而
去
骨
期
二
者
何
先
。
目
去
食
。
自
古
昔
有
死
民
無
信
不
立
。

と
あ
る
所
以
で
あ
り
一
、
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
次
の
諸
伺
に
よ
り
て
も
切
在
る
と
己
ろ
で
あ
ら
号
。
日
く
、

子
日
。
官
興
貴
。
是
人
之
所
欽
也
。
不
以
其
誼
得
之
。
不
虚
也
。
貧
典
服
。
是
人
之
断
窓
也
。
不
以
其
謹
得
之
。
不
去
也
。
君
子
去
仁
。
悪
乎
成
名
。

不
義
而
官
日
賞
。
於
我
如
浮
雲
。

邦
有
泊
。
賓
H
賎
罵
恥
也
。
邦
無
誼
。
宮
町
E
貴
鷲
恥
也
。

従
て
経
済
生
新
に
煩
は
さ
れ
て
道
徳
生
活
が
疏
と
た
る
が
如
き
は
夫
子
の
と
ち
れ
ざ
る
と
己
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
帥
弐
白
言

の
あ
る
所
以
で
あ
る
。
日
〈
、

子
目
。
土
志
於
道
。
而
恥
霊
惑
金
者
。
宋
足
興
議
也
叫

千
回
。
宜
倣
組
抱
。
奥
宜
狙
絡
者
立
。
而
不
恥
者
。
其
由
也
興
。

一
草
食
一
瓢
飲
。
在
阻
巷
。
人
不
堪
其
憂
。
回
也
不
改
其
柴
。
賢
哉
回
也
。

子
目
。
飯
腕
食
。
飲
水
。
曲
肱
而
枕
之
。
品
開
ホ
在
其
中
央
。

子
日
。
賢
曲
回
載
。

従
℃
生
産
的
活
動
は
蔑
嗣
せ
ら
れ
る
こ
と
と
れ
を
吹
の
何
に
於
で
知
ち
と
と
が
で
き
る
。
日
く
、

子
日
。
君
干
諜
道
不
謀
企
。
耕
也
健
在
其
中
央
。
皐
也
醗
在
其
中
央
。
君
子
憂
詰
不
変
畳
間
。

五Ll
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焚
週
間
串
稼
。
干
同
吾
不
如
章
良
。
請
酬
明
器
問
。
目
習
不
如
者
問
。
奨
理
問
。
子
日
小
人
哉
奨
須
也
。

ま
た
、
交
易
尚
業
の
如
吉
も
そ
の
車
問
せ
ら
れ
ざ
る
己
井
一
は
次
の
語
何
の
中
に
向
ら
感
ぜ
ぎ
る
を
得
ね
か
と
思
ム
。
日
く
、

子
目
。
回
也
其
庶
千
属
空
。
賜
不
受
命
而
貨
離
意
。
位
別
屡
中
。

然
し
な
が
ら
人
は
先
づ
生
き
ね
ば
な
ら
ね
。
道
と
言
び
仁
と
一
一
己
ふ
も
人
の
存
在
を
前
提
抽
出
想

L
て
成
り
立
つ
。
然
か
る
に
人
は
パ

ン
の
み
に
て
生
〈
る
も
り
で
は
た
い
と
し
て
も
、
人
は
白
ハ
ン
友
〈
し
て
生
〈
る
-
"
も
の
で
は
友
い
。
人
が
生
〈
る
同
局
に
は
終
消
牛
討
を

融
商
ま
ね
ば
た
ら
ね
。
己
の
人
類
あ
っ
て
以
来
の
大
法
則
は
大
聖
孔
子
と
離
も
と
れ
を
動
か
す
と
と
は
で
き
由
。
そ
こ
で
結
局
で
き
る

だ
け
物
欲
に
煩
は
さ
る
る
と
と
泣
か
ら
む
己
と
を
説
〈
て
と
に
蹄
着
せ
ざ
る
を
得
ね
と
と
に
た
り
、
そ
と
に
所
相
寡
欲
設
が
生
れ
る

己
と
と
在
る
。
前
掲
の
『
賢
泣
る
哉
回
也
、

一
筆
の
食
一
瓢
の
飲
、
陥
巷
忙
'
在
り
、
人
は
共
延
忙
抱
へ
や
、
回
哉
共
識
を
改
め
十
、

賢
な
る
哉
回
故
』
と
か
、
「
子
日
〈
、
疏
食
を
飯
ひ
、
水
を
飲
み
、
肱
を
曲
げ
て
之
を
枕
と
す
、
然
共
中
に
在
り
』
の
如
き
は
貨
は
こ

の
寡
欲
試
に
外
在
ら
ね
と
も
云
へ
る
の
で
あ
る
が
、
夫
子
は
ま
点
目
次
の
如
く
に
も
日
っ
て
居
ら
れ
る
。
日
〈
、

子
目
。
君
子
食
無
求
飽
。
時
無
求
安
。

だ
か
ら
、
今
こ
れ
を
分
配
の
立
場
か
ら
見
る
と
き
は
貧
乏
は
問
題
で
は
な
く
な
石
わ
け
で
、
そ
と
で
、

η
 

有
凶
有
説
者
。
不
思
出
品
両
患
平
均
。
不
患
貧
而
車
不
安
。
蓋
均
無
貧
。
和
無
築
。
安
無
畑
町
。

と
言
ム
有
名
な
何
が
で
て
来
る
所
以
と
考
へ
ら
れ
る
。
但

L
、
E
の
場
合
貧
乏
の
櫛
念
は
言
ふ
ま
で
も
た
〈
、
相
針
的
概
念
で
あ
る

と
併
せ
ね
ば
た
ら
ね
。
蓋
し
、
結
射
的
概
念
の
貧
乏
を
忠
へ
中
と
言
ふ
己
と
は
考
へ
ち
れ
ぬ
こ
と
で
も
あ
る
じ
、
殊
に
、
均
し
け
れ

ば
貧
た
し
と
遮
ペ
て
居
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
で
厩
忙
貧
乏
を
相
針
的
概
念
忙
於
て
僻
す
る
在
ら
ば
貧
を
息
へ
中
し
て
均
し
か

備
説
。
臨
時
思
想
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備
一
本
町
経
済
思
想

一
八
六

ら
ざ
る
を
忠
ふ
る
主
吉
ふ
り
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。
な
ぜ
か
な
れ
ば
、
そ
の
場
合
、
均
し
か
ら
ざ
る
を
忠
ふ
る
と
は
邸
貧
を

息
ふ
る
こ
と
で
あ
り
、
貧
を
忠
へ
ね
己
と
は
邸
均
し
か
ら
ざ
る
を
忠
へ
直
己
と
で
左
け
れ
ば
友
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
今
し
ば

ち
〈
か
〈
の
如
き
吟
味
を
措
い
て
均
し
か
ら
ざ
る
を
患
ふ
る
と
蓮
べ
ら
れ
で
居
る
と
と
ら
を
と
れ
ば
、
そ
れ
は
均
分
思
想
E
表
明
せ

る
も
の
で
あ
り
、
従
て
脊
々
は
孔
子
が
分
配
論
に
於
て
均
産
思
想
主
抱
懐
せ
ら
れ
る
を
知
る
。

寡
欲
論
を
説
昔
、
従
て
貧
を
忠
ふ
る
に
足
ら
中
と
せ
ら
れ
る
孔
子
は
、
や
が
で
消
費
O
立
揚
に
於
て
は
そ
の
営
然
の
腕
結
左
が
ら

本
有
修
を
戒
め
て
倹
約
を
詑
〈
己
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
日
く
、

担
者
三
柴
梁
瞬
融
市
。
柴
快
遊
。
梁
宴
祭
。
損
失
。

子
目
。
者
則
不
孫
。
俄
則
回
。
興
其
不
孫
也
事
同
町

梓
放
問
機
之
本
o
子
日
。
大
世
間
。
躍
興
共
春
也
寧
倫
。
喪
典
其
易
也
車
戚
叫

然
も
な
ほ
孔
子
に
よ
れ
ば
あ
〈
ま
で
道
徳
第
一
で
、
倹
約
と
雄
、
道
徳
に
建
ふ
と
と
は
許
さ
れ
ぎ
る
と
と
ろ
で
、
従
て
倹
が
抽
帽
に
反

す
れ
ば
そ
れ
は
客
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
。
日
〈

子
目
。
如
有
周
時
之
才
之
美
。
使
鴎
且
存
。
其
佳
不
足
獅
也
向
。

子
貫
欲
去
告
朔
之
儲
羊
。
子
日
賜
也
醐
愛
其
羊
。
我
愛
其
勝
。

子
目
。
荷
主
商
品
時
突
。
非
飲
食
而
致
辛
乎
鬼
神
。
思
衣
服
一
向
致
聾
千
川
融
当
卑
官
室
内
幸
唱
力
革
命
抽
。
再
耳
目
無
間
然
品
。

然
ち
ぽ
消
費
に
於
け
る
践
は
如
何
と
一
吉
へ
ば
青
々
は
そ
れ
を
例
へ
ぽ
弐
白
句
に
於
て
ろ
か
が
ふ
と
と
が
で
き
る
か
と
忠
ム
。
同
〈
、

君
子
平
目
紺
制
飾
。
紅
紫
不
以
煩
護
服
。
情
暑
梓
締
絡
。
晶
表
而
出
之
。
縮
衣
高
義
。
索
在
費
姿
。
責
主
狐
選
。
裏
表
長
。
短
有
訣
。
品
有
寝
車
。
長

一
身
有
半
。
楓
絡
之
厚
目
居
。
去
喪
無
所
南
側
。
非
惟
裳
品
設
之
。
生
川
英
王
冠
不
以
弔
。
吉
月
品
朝
服
町
朝
。
膏
血
右
明
衣
。
布
。
再
必
塑
食
。
居
必

論語、春伯第八23) 
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運
座
。
食
平
版
精
。
胸
不
服
制
。
生
酷
而
館
。
魚
餓
而
向
敗
。
不
宣
。
色
話
不
定
。
臭
話
不
食
。
先
佳
不
食
。
不
時
不
食
。
割
不
正
不
食
。
不
得
其
響

不
食
。
肉
離
多
不
怯
勝
金
集
。
唯
泊
朝
茸
不
及
説
。
池
沼
市
抽
不
食
ロ
不
措
置
耳
走
。
不
多
食
。
祭
於
公
。
不
杭
肉
。
祭
肉
弔
問
三
日
。
出
三
日
不
食
之

M
M
 

呉
。
食
不
語
。
寝
不
言
。
雄
雌
食
菜
諮
瓜
需
品
持
知
也
。
席
不
正
不
座
。

既
に
漣
ぺ
た
る
が
如
く
孔
干
は
道
徳
を
妨
げ
て
維
持
主
抑
へ
、
経
済
を
道
徳
の
侍
女
た
ら
し
め
ら
れ
る
が
、
然
し
先
づ
経
拙
引
を
舜

へ
て
然
る
後
徳
化
を
行
ふ
べ
し
と
し
て
経
済
が
道
徳
の
先
行
保
件
た
る
己
と
を
認
め
ら
れ
る
。
故
に
民
の
経
済
を
飢
ナ
は
そ
の
好
ま

れ
ぬ
と
と
ろ
で
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
ま
た
寡
欲
論
主
総
き
倹
約
を
奨
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
客
に
堕
す
る
を
斥
け
ナ
一
磁
を
守
る
べ
き
を

数
へ
ら
れ
る
。
放
に
民
D
絞
怖
に
徐
裕
た
か
ら
し
む
る
は
そ
の
笠
ま
れ
砲
と
と
み
で
た
け
れ
ば
た
ら
由
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
と
と
は

吾
-
々
を
し
て
苛
叙
詠
求
が
孔
子
の
欲
せ
ら
れ
ざ
る
と
己
ろ
で
あ
る
と
と
を
察
せ
し
む
る
に
足
る
。
次
に
孔
子
は
脊
修
を
去
り
倹
約
を

旨
と
す
べ
き
E
と
を
設
か
れ
る
が
、
然
か
し
政
府
は
そ
り
分
忙
及
ぼ
や
と
せ
ら
れ
る
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
由
か
ら
税
収
は
多
き
を
要

せ
自
己
と
に
左
る
と
思
は
れ
る
。
さ
す
れ
ば
財
政
に
於

τ
そ
の
税
収
に
制
作
賦
蒋
飲
を
設
か
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
と
と
は
容
易
に
推

し
得
る
と
と
ろ
で
な
け
れ
ぽ
社
ら
ぬ
と
忠
は
れ
る
が
、
事
寅
孔
子
は
そ
れ
を
突
の
諸
何
に
於
て
表
明
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
日
〈
、

季
民
宮
於
周
告
。
珂
求
也
錦
之
衆
敏
而
附
昼
之
。
子
回
。
非
百
徒
也
。
小
子
鳴
革
而
宜
之
。
可
也
@

哀
公
開
於
有
若
同
年
餓
用
不
足
知
之
開
。
有
若
創
出
田
空
軍
4
0

日
ご
吾
猶
不
足
之
何
其
徹
也
。
割
同
百
姓
ロ
晶
君
勃
興
不
足
。
百
姓
不
足
君
勃
興
ロ
判
。

そ
し
て
そ
の
税
収
白
支
出
に
首
り
で
は
節
約
を
旨
と
し
蹴
費
を
慎
む
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
る
己
と
、
例
へ
ぽ
、

節
用
而
愛
人
。
使
民
以
時
。

と
言
は
れ
る
に
於
て
と
れ
を
裂
す
る
と
と
が
で
昔
る
が
、
そ
白
節
約
た
る
や
た
だ
単
に
支
出
の
繍
白
小
友
る
己
去
に
の
み
汲
々
た
る

-
も
の
で
は
左
〈
、
支
出
と
そ
白
殻
川
飛
を
照
廃
し
て
考
へ
、
有
一
も
図
利
民
舶
を
増
進
す
る
支
出
は
決
し
て
皐
た
る
費
用
忙
終
る
も
O
で

儒
米
自
終
済
思
想

"、
七

論語、持，~草第十
論語、先進第十一
論語、顔iJm第十二
論語、皐而第一
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儒
家
内
総
持
思
想

A 
A 

は
な
〈
、
従
て
そ
れ
を
抑
制
す
る
と
と
は
何
等
節
約
に
は
た
ら
ぬ
と
せ
ら
れ
る
と
と
が
失
白
句
に
よ
り
て
う
か
が
へ
る
。
日
〈
、

調

子
張
目
。
何
詞
京
町
不
費
。
子
日
。
困
民
之
所
利
而
利
之
。
新
不
富
恵
而
不
壷
乎
。

京
子
は
孔
子
の
思
想
を
織
ぐ
。
従
て
孟
子
も
経
怖
を
以
て
道
徳
D
先
行
保
件
と
す
る
は
別
に
異
と
す
る
に
信
ら
ね
。
然
し
在
が
ら

そ
の
際
託
子
は
例
へ
ば
、

Mm 

人
皆
有
所
不
忍
。
捷
之
於
其
所
誌
。
仁
也
。
人
骨
有
所
不
鵠
。
建
之
於
其
所
鋳
。
義
也
一
百
々
。

と
言
ひ
、
所
謂
性
善
設
を
と
り
、
人
性
は
素
草
口
で
あ
る
、
然
る
に
人
が
悪
に
陥
り
、
道
に
反
く
は
一
に
環
境
白
せ
い
で
あ
る
、
だ
か

ら
先
づ
環
境
を
改
善
し
、
経
桝
生
活
を
保
障
し
、
然
る
後
と
れ
を
駆
り
て
道
徳
生
活
に
向
は
し
め
ね
ば
た
ら
ね
と
す
る
己
と
に
於
て

そ
れ
は
一
居
明
瞭
と
紅
毛
。
白
日
〈
、

無
恒
産
而
有
恒
心
者
。
惟
土
偶
能
。
華
民
則
無
恒
産
困
無
恒
品
。
有
無
恒
心
。
放
匹
邪
修
。
無
不
鵠
巳
。
及
陪
於
罪
。
品
加
後
従
而
刑
之
。
是
問
民
也
。

詩
有
仁
人
在
伯
作
。
同
民
而
司
錫
也
。
是
敢
明
君
制
民
之
産
。
品
使
仰
足
以
事
父
静
。
術
足
以
畜
妻
子
。
曜
哉
終
身
飽
。
凶
年
兎
A

即
死
亡
。
然
後
蹴
而
之

善
。
故
民
之
従
之
也
躯
。
今
也
制
民
之
産
。
抑
不
足
以
事
父
母
。
情
不
足
以
古
妻
子
。
融
市
最
終
身
昔
。
凶
年
不
免
於
死
亡
。
此
惟
救
死
而
恐
不
臆
。
実

暇
治
鵡
義
哉
。
王
欲
行
之
別
賞
ば
其
本
央
。
五
畝
之
宅
。
樹
之
凶
暴
。
主
+
者
可
悶
宜
吊
央
。
難
隊
絢
合
之
畜
。
無
長
異
時
。
七
十
者
可
以
食
肉
失
。

百
畝
之
日
。
剥
奪
其
時
。
八
日
之
家
可
以
曲
一
飢
央
。
詩
陣
序
立
教
。
申
之
以
孝
悌
之
議
。
鋪
白
者
不
負
戯
於
越
路
長
u

老
者
衣
吊
食
肉
。
第
民
不
飢
不

裂
。
掠
而
不
王
者
末
之
有
私
。

君
子
日
Q

回
調
其
田
噂
。
曲
岬
其
枕
敏
。
民
司
龍
宮
町
也
。
食
之
以
時
。
用
之
以
鵡
。
府
不
可
勝
用
也
。
民
非
水
火
市
生
活
。
骨
事
叩
人
之
門
戸
、
草
木
火
。
担
〔

碍
輿
者
u

至
足
失
。
聖
人
法
天
下
。
世
有
萩
栗
如
水
火
。
萩
栗
如
水
火
。
而
民
需
有
不
仁
者
乎
。

そ
L
て
と
と
に
『
昏
夜
人
の
門
を
叩
い
で
寂
粟
そ
求
む
る
に
奥
へ
ぎ
る
者
な
し
、
至
っ
て
足
れ
ば
な
り
』
ー
と
言
ふ
裡
に
は
水
火
を
白
向
財
、
と
す
る
見
方
が
う

論語、露目第二十
孟子、巻第十回、議心章句下
武子、容第一、梁悪玉章句上
孟子、巻第十三、議心章句上
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か
が
は
れ
、
使
用
倒
値
極
め
て
大
な
る
市
や
止
も
、
そ
の
量
が
融
品
て
大
h
u

る
が
故
に
そ
の
吏
易
伺
備
品
開
拍
て
小
で
ち
る
と
官
ふ
考
へ
方
印
今
日
目
限
界

按
用
情
依
設
の
思
想
H
F
F
そ
む
と
主
は
性
意
に
値
す
る
。

但
し
孟

T
に
於
て
、
粧
怖
は
道
徳
の
矯
の
経
済
で
あ
り
経
消
の
嬬
の
経
怖
で
友
い
と
と
も
、
亦
孔
子
に
於
け
る
と
異
な
ら
ね
己
と

は
以
上
-
引
け
る
と
こ
み
に
土
り
て
も
う
か
が
叫
う
る
と
忠
ム
が
、
次

O
諸
句
を
読
め
ば
更
に
明
y
F
な
る
で
あ
ら
う
。
日
〈
、

何
品
目
利
。
亦
有
仁
義
而
己
完
。

田
町
言
。
究
財
一
小
泉
。
非
凶
之
寄
由
。
上
組
問
。
下
雪
中
。
闘
民
典
。
草
百
九
。

然
し
な
が
ら
経
怖
を
以
て
道
徳
り
先
行
伎
一
件
と
す
る
以
上
道
徳
を
治
む
る
震
に
は
経
済
や
一
弾
へ
る
て
と
が
先
決
問
題
で
あ
り
、
か

ぐ
て
京
子
は
先
づ
環
境
主
改
善
し
、
人
を
し
て
そ
の
世
の
轄
を
害
は
れ
る
と
と
在
か
ら
し
め
一
、
生
活
を
厚
ぐ
し
て
以
て
道
徳
に
向
は

し
む
る
と
と
を
設
〈
こ
と
に
友
る
の
は
怪
し
む
を
要
せ
ね
と
と
る
で
あ
る
が
、
↓
五
子
に
よ
れ
ば
そ
れ
に
は
先
づ
生
析
。
根
捺
た
る
土

地
を
保
障
す
る
と
と
が
軍
大
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
在
り
、
と
己
に
所
問
弁
町
の
設
が
生
れ
る
。
日
ぐ
、

央
仁
政
必
自
純
界
始
。
頼
回
仲
不
正
。
井
地
不
均
。
穀
品
開
不
平
。
是
故
暴
君
汚
吏
品
慢
其
餌
昇
。
相
界
舵
止
。
分
間
制
時
。
可
鼎
而
定
也
。
夫
除
壊
地
編

小
。
脂
偲
君
子
百
a

将
鴛
野
人
需
。
無
君
子
英
袖
野
人
。
無
野
人
英
養
君
子
。
前
野
九
一
而
助
。
闘
中
什
一
一
世
白
蹴
。
卿
以
下
品
有
主
出
。
圭
同
五
十

畝
。
母
夫
ニ
十
五
畝
。
托
従
組
問
蜘
問
。
蜘
同
向
井
。
間
入
相
友
。
守
望
利
助
。
疾
病
相
扶
持
。
則
百
推
親
陣
。
方
出
而
井
。
井
九
百
畝
。
其
中
錦
公

問
。
八
泉
地
問
私
有
畝
。
向
養
器
問
。
佳
事
畢
。
品
開
後
敢
拍
私
事
。
所
以
別
野
人
也
。
此
其
犬
略
也
。

支
那
の
古
代
に
於
て
か

f
の
如
き
井
田
制
が
存
し
た
か
杏
か
は
も
、
と
よ
り
議
論
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
こ
と
を
は
問
題
と
な
ら
ぬ
。
な

ぜ
か
な
れ
ば
吾
々
の
こ
と
に
問
起
ー
と
す
る
の
は
孟
干
の
思
想
で
あ
り
、
手
血
干
出
井
旧
制
の
思
想
を
懐
抱
せ
る
こ
と
は
井
旧
制
の
存
否
に
か
か
は
ら

f
疑
ふ

飴
地
な
き
》
と
こ
ろ
で
あ
り
、
井
田
制
の
存
克
が
否
定
せ
ら
れ
た
り
と
す
る
も
そ
の
こ
ー
と
は
却
で
井
田
制
を
忽
定
せ
る
孟
子
の
思
想
に
光
暗
を
捕
す
所
以
に

な
る
と
き
へ
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
私
は
と
の
京
子
の
升
同
設
は
一
一
つ
の
粧
約
上
手
一
大
た
呂
意
義
を
包
賊
す
る
と
思
ム
。

一
は
そ
れ
が
土
地
均
分

倫
中
弘
田
和
隣
息
恕

"、
九

走子、巻第一、梁害王章句上
電子、容第七、離婁章句 E
孟子、巻第五、勝文公章句上
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儒
日
本
の
相
掛
思
麹

九
O 

を
規
定
す
る
と
と
で
あ
り
、
他
は
そ
れ
が
一
の
税
制
を
確
立
す
る
己
と
で
あ
る
。
税
制
硲
立
の
問
題
は
後
に
京
子
の
財
政
忙
闘
す
る

思
想
を
う
か
が
ふ
場
合
に
譲
り
、
己
亡
で
は
土
地
均
分
の
問
題
に
就
い
て
考
ふ
る
に
、
そ
れ
は
先
づ
凡
て
白
人
に
劉

L
て
工
っ
て
以

て
そ
の
生
存
を
維
持
す
咽
へ
き
生
前
白
根
強
た
る
土
地
主
保
障
し
、
突
に
土
地
の
粂
併
牧
奪
の
結
果
一
方
に
耕
さ
れ
ぎ
呂
同
あ
る
他
方

に
耕
す
ぺ
昔
岡
純
一
し
と
ユ
一
ロ
ム
矛
盾
弊
害
を
防
止
し
、
更
に
授
同
に
際
し
て
は
均
分
を
行
ふ
己
と
に
よ
り
先
に
引
い
た
る
孔
子
の
所
前

『
均
し
け
れ
ば
貧
無
し
』
凸
思
想
主
賓
現
せ
む
と
す
る
も
白
で
友
け
れ
ぽ
な
ら
泊
。
凶
に
井
岡
制
は
土
地
の
均
分
で
あ
る
が
、
常
時
は

農
業
経
消
時
代
で
あ
り
、
農
業
経
併
時
代
に
於
て
は
土
地
は
殆

E
唯
一
O
重
要
注
生
徒
手
段
で
あ
る
か
ら
、
従
一
し
農
地
の
均
分
は
印

生
直
子
段
の
均
分
を
意
味
せ
ね
ば
な
ら
祖
。
そ
し
て
井
凹
制
は
印
授
同
制
で
あ
り
、
授
旧
制
の
背
後
に
は
所
開
「
滞
天
之
下
英
非

主
土
』

O
如
き
七
地
凶
有
忠
忽
が
械
は
る
。
放
に
そ
れ
は
士
た
生
産
手
段
公
有
忠
惣
と
解
せ
ら
れ
る
と
一
首
へ
る
か
と
息
ふ
。

か
〈
て
井
同
制
に
土
り
て
人
々
が
生
所
の
根
械
た
る
土
地
主
保
有
す
る
と
き
は
そ
こ
に
今
夜
を
侍
み
以
ナ
一
そ

m
生
を
全
う
す
る
己

と
に
在
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
そ
れ
は
如
何
に
潟
さ
る
べ
昔
か
と
言
へ
ば
武
子
の
見
解
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。
日
〈
、

不
遇
陸
時
。
融
不
可
勝
食
也
。
歌
菅
平
入
崎
町
池
。
魚
崎
不
可
勝
食
也
。
斧
斤
以
時
入
山
梓
。
材
木
不
可
勝
用
也
。
穀
興
魚
随
不
可
勝
食
。
材
木
不
可
勝

用
。
是
使
民
益
生
喪
死
無
憾
也
。
養
生
喪
刊
画
一
憾
。
王
泣
之
柏
也
。
五
畝
之
宅
。
樹
之
以
票
。
五
十
者
可
以
車
吊
突
。
雛
豚
澗
説
之
害
。
無
失
其
時
。

七
寸
者
可
以
食
肉
央
。
宵
畝
之
問
。
タ
ヰ
共
時
。
数
日
之
家
。
可
乱
調
…
警
向
。

と
れ
に
よ
り
て
E
れ
を
み
れ
ば
、

孟
子
は
生
産
に
於
て
は
先
づ
農
耕
を
替
む
は
勿
論
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
共
に
漁
繍
牧
蓄
を
も
奨

め
、
士
た
工
業
も
認
め
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
生
産
主
建
行
ず
る
に
首
り
で
は
自
然
の
法
則
に
港
ふ
べ
き
主
教
へ
、
安
源
の
愛
護
に
努
む

ぺ
き
を
説
〈
も
の
で
あ
る
と
と
を
知
る
。
そ
し
て
荒
子
が
生
涯
に
於
て
自
然
法
則
に
遁
ム
ペ
昔
と
と
を
力
説
す
る
は
殊
に
技
術
の
後

法
不
充
分
た
る
古
代
農
業
時
代
に
於
一
し
は
も
と
上
り
営
然
と
す
べ
き
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
然
し
孟
子
は
必
中
し
も
自
然
に
依
存
し
さ

詩純、毛詩註疏巻第 f豆、 11、雅、北山
孟子、巻第一、提奮弓E章旬上
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へ
す
れ
ば
よ
い
と
す
呂

D
で
は
た
〈
て
、
己
の
自
然
に
封
す
ぷ
弊
働
に
就
い
て
も
考
ふ
る
ー
と
と
ろ
あ
り
し
と
と
は
次
忙
引
〈
如

t
弊

働
の
務
揮
に
於
け
る
所
謂
分
業
白
利
を
識
認
せ
る
と
と
に
よ
り
て
う
か
が
ム
を
得
る
で
あ
ら
う
。
日
〈
、

有
矯
柿
農
之
官
者
許
行
。
晶
徒
数
十
人
。
品
目
衣
禍
桐
履
融
席
以
錦
食
。
陣
相
見
許
行
両
大
惜
。
・
陣
相
見
孟
子
道
詐
行
之
吉
田
。
・
賢

者
奥
民
並
耕
而
食
。
饗
碕
而
惜
。
孟
子
日
。
許
子
必
将
軍
珂
徒
食
乎
。
白
熱
。
静
子
、
必
織
布
部
後
在
乎
。
同
否
許
子
宜
禍
。
許
子
冠
乎
。
日
冠
。

同
実
冠
。
日
珪
素
。
目
白
椛
之
典
。
回
一
骨
阻
粟
昌
之
。
目
許
子
現
儒
不
自
続
。
日
害
時
耕
。
国
許
子
以
措
甑
義
以
輸
耕
乎
。
回
無
。
向
錦
之
興
。
日
否

阻
粟
易
之
。
は
粟
易
械
器
者
不
鴛
屑
陶
冶
F
F
M
楠
探
易
栗
者
者
世
儒
腐
農
夫
哉
。

H
骨
子
何
不
錦
附
柄
。
合
悼
車
詩
其
宮
巾
而
用
之
。
何
錆
粉
静
器
奥

百
工
支
品
。
何
許
子
之
不
暗
闘
。
目
。
百
工
之
事
。
同
小
可
耕
日
鴛
央
。
然
別
措
天
下
調
可
耕
H
潟
興
。
有
大
人
之
事
。
有
小
人
之
事
。
日
一
人
之
身

而
百
工
之
所
持
帥
備
。
如
品
目
儲
而
後
用
之
。
是
車
天
下
珂
路
也
。
故
目
。
或
勢
心
。
或
努
力
。
努
心
者
拍
人
。
勢
力
者
惜
於
人
。
治
於
人
者
食
入
。
治

人
者
食
於
人
。
天
下
之
語
義
弘
。

そ
し
て
と
れ
に
よ
り
て
み
れ
ば
、
貴
子
は
人
が
一
人
で
自
分
の
必
要
と
す
る
も
の
を
全
部
作
出
す
る
と
と
は
無
理
で
徒
ら
忙
勢
多
〈

し
で
殻
中
一
き
と
と
で
あ
る
か
ら
、
八
万
業
を
轡
み
交
易
を
行
ひ
以
て
互
に
長
短
相
補
ひ
、
有
無
相
泊
ゃ
る
の
ま
さ
れ
る
に
如
か
中
と
す

る
と
と
、
ま
さ
に

T
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
分
議
論
と
援
を
一
に
す
る
を
知
る
が
、
同
時
に
吉
た
紋
の
分
業
論
に
於
て
は
『
大
人
の
事
有

り
小
人
白
事
有
り
』
ム
」
説
〈
賄
に
於
て
か
の
プ
ラ
ト

1
リ

J
D
分
業
論
と
符
節
を
合
は
ず
が
如
昔
を
見
る
。

蓋
上
、
プ
ラ
ト

t
ン
は
そ
の
『
凶
家
論
』
に
於
て
『
智
者
の
階
組
を
以
て
岡
家
組
織
の
最
上
部
と
な

L
、
北
ぎ
に
智
4

唱
の
定
品
た
る
所
に
準
捺
し
て
そ
が
賀
行

に
拝
ず
る
役
人
及
び
武
人
の
階
段
あ
り
、
最
下
に
農
工
両
等
、
職
業
を
替
む
も
の
の
階
級
あ
D
、
凶
一
品
は
此
円
三
階
融
に
よ
り
て
組
織
せ
ら
る
。
立
法
の
構
を

握
り
惜
平
の
策
を
講
じ
て
岡
家
を
統
岬
ナ
る
も
の
は
第
一
階
級
な
る
泊
者
に
し
て
、
其
指
定
に
従
ひ
内
ち
法
律
の
賀
行
を
計
り
外
か
外
患
を
防
「
は
第
ご

階
祉
な
る
文
武
官
吏
円
一
職
分
な
り
、
町

L
て
生
産
の
事
に
従
ひ
其
白
業
に
安
ん
じ
て
世
曾
に
其
円
周
を
併
す
る
者
は
第
一
一
一
階
組
な
る
農
工
向
h
u
m
』
と
い
、

共
の
有
名
な
曇
寓
話
を
引
〈
、
日
〈
、
『
市
民
は
一
冗
車
同
胞
で
あ
る
が
、
刊
は
統
抽
者
た
る
べ
き
人
聞
を
作
る
に
あ
た
り
告
を
混
用
L
、
草
人
に
は
銀
を
交

ピ
へ
、
農
夫
や
手
工
業
者
に
は
馳
や
銅
を
混
じ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
凶
家
白
蛇
惜
は
金
銀
撃
の
賞
金
属
之
に
帯
ず
べ
(
、
卑
金
属
は
如
帽
な
否
理
由

儒
家
白
艇
桝
思
想

ブL

孟子、巻第五、膝文時章句上
大西覗博士、西洋哲畢史、 J-巷(改刷版)頁二三九一二四0
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儒
家
の
組
摘
思
想

九

を
以
て
し
て
も
凶
政
に
参
加
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
こ
の
禁
を
犯
し
て
、
舗
や
鋼
が
都
市
岡
ま
の
監
理
に
常
る
と
き
は
、
必
ず
岡
J

品
目
滅
亡
を
招
燕
す

〉開

る
で
あ
ら
う
と
神
託
は
理
吉
し
て
ゐ
る
。
』

然
る
に
凡
そ
分
業
は
必
然
に
流
通
を
伴
ぴ
、
流
通
は
普
通
交
易
の
形
強
を
と
る
。
か
〈
て
ス
ミ
ス
は
分
業
主
以
て
人
性
に
ひ
そ
む

交
易
の
本
能
の
産
用
主
り
と
す
や
ス
ミ
ス
と
同
じ
〈
分
業
を
説
〈
孟
子
も
亦
交
易
を
説
〈
己
と
を
忘
れ
由
。
日
く
、

子
不
調
胡
易
事
。
以
羨
補
不
足
。
則
臨
有
蝕
E
A
0

・
芸
品
師
布
。
子
加
担
之
o

則
梓
匠
輪
典
。
皆
伴
食
品
山
子
下

か
〈
て
生
産
流
通
を
経
て
財
貨
が
人
々
の
手
に
賓
ら
さ
れ
、
人
々
は
恒
産
あ
り
て
恒
心
あ
り
、
こ
こ
に
道
徳
生
活
が
始
ま
る
と
と

に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
然
し
た
が
ら
と
の
揚
合
人
若
し
隔
を
得
て
萄
主
祭
み
そ
の
欲
笠
限
り
友
き
と
き
は
、
何
時
ま
で
も
物
質
生

活
に
煩
は
さ
れ
て
途
に
道
徳
生
活
忙
入
り
難
い
と
と
に
た
ら
ね
ば
在
ら
向
。
そ
と
で
道
徳
を
経
済
の
上
位
に
世
〈
限
り
、
経
済
を
道

徳
の
侍
女
と
す
る
限
り
、
欲
望
の
制
御
が
問
題
と
友
ら
h
H

ば
注
ら
由
。
そ
れ
で
、
欲
望
を
肯
定
し
て

孟
子
日
。
日
立
於
昧
也
。
同
之
於
色
也
。
耳
之
於
産
也
。
鼻
之
於
臭
也
。
四
肢
之
於
安
供
也
。
性
崎
町
。

と
言
ひ
、
そ
の
充
足
せ
ら
れ
ざ
る
ぺ
か
ち
ぎ
る
と
と
を
認
め
て
、
欲
望
を
瑚
義
と
同
一
白
地
位
に
泣
く
か
の
如
〈

口
之
於
昧
也
。
有
同
者
濡
。
耳
之
於
埠
也
。
有
同
臨
帯
。
目
之
於
色
也
。
有
同
美
鷲
。
至
於
心
。
調
融
所
同
然
乎
。
心
之
所
同
勲
者
何
也
。
前
理
也
。

挙世
G

聖
人
先
得
我
、
山
之
所
同
然
耳
。
故
理
義
之
防
我
心
。
嗣
袈
芝
山
由
我
山
。

と
設
〈
孟
子
も
、
途
に
孔
子
と
同
じ
〈
寡
欲
論
を
と
ら
ざ
る
を
得
ぬ
と
と
と
な
り
て
日
ム
。

制

孟
子
日
。
義
心
英
善
於
寡
欲
。
其
錨
人
也
寡
欲
。
雌
有
不
存
駕
者
山
県
央
。
其
混
入
也
多
欲
c

雌
有
存
詩
者
寡
央
。

そ
し
て
泉
徴
論
を
抱
〈
孟
子
が
や
が
て
消
費
の
立
揚
に
於
て
は
節
約
を
説
く
こ
と
は
首
然
で
あ
る
。
即
日
ム
、

金
高
数
似
。
槙
題
数
民
。
我
得
志
弗
鎚
也
。
食
前
方
丈
。
倖
壷
数
百
人
。
我
得
志
弗
需
也
。
般
柴
飲
酒
。
踊
脇
田
獄
。
後
車
千
乗
。
我
得
志
弗
鋳
也
。

39) 上回匠之助博士、古代及び中世紐済串史、頁ご六、(日本評論佐新紹椅串全集)
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然
か
し
い
〈
ち
節
約
主
旨
と
し
て
も
そ
白
結
川
市
耐
聞
に
戻
る
と
吉
は
と
れ
を
不
可
止
す
る

E
と
は
道
徳
を
第
一
と
す
る
孟
子
の
孔
子
と

異
な
る
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
己
と
は
弐
の
旬
に
よ
り
て
と
れ
を
う
か
が
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
円
〈
、

務
吏
同
日
。
役
車
数
十
乗
。
従
者
薮
百
人
。
以
博
会
於
諦
侯
。
不
は
泰
乎
。
孟
子
日
。
非
持
道
。
則
一
箪
食
不
可
受
於
人
。
如
品
道
。
則
舜
受
完
之
天

必

下
不
以
潟
泰
。

と
れ
を
裂
す
る
に
武
子
は
人
の
性
の
五
口
左
る
己
と
を
信
じ
、
そ
れ
が
粧
伴
生
活
の
悪
化
に
よ
め
て
害
は
れ
る
こ
と
を
認
め
、
従
て

民
の
絞
済
生
活
の
悪
化
す
る
と
と
注
か
ら
し
め
ん
が
錦
に
、
先
づ
生
活
の
一
根
探
た
る
土
地
を
均
分
し
、
そ
と
に
自
然
法
則
に
従
ひ
分

業
に
基
い
て
生
産
を
侍
み
、
か
〈
て
作
出
せ
ら
れ
た
る
財
貨
を
占
交
易
し
て
、
各
人
を
し
て
そ
の
所
を
得
し
め
、
か
〈
て
得
た
る
と
と

ろ
主
消
費
す
る
に
蛍
り
て
は
者
修
を
つ
t
A

し
み
て
節
約
を
旨
と
す
べ
昔
で
あ
る
が
、
そ
の
居
捕
に
聞
に
外
れ
て
存
に
堕
す
べ
か
ら
宇
と

す
る
。
従
て
苛
紋
誌
求
以
て
民
の
生
活
を
飢
し
、
民
す
し
て
耐
聞
を
印
刷
み
る
に
徐
裕
た
か
ら
し
む
る
己
と
は
そ
の
非
と
す
る
と
と
ら
で

注
け
れ
ば
な
ら
や
、
そ
白
首
然
の
蹄
結
と
し
て
亦
孔
子
と
同
じ
〈
騨
賦
薄
敏
が
力
説
せ
ら
れ
る
E
と
と
た
る
。
例
へ
ば
臼
〈
、

孟
子
日
。
求
也
矯
季
民
宰
。
鏑
龍
改
於
其
徳
。
而
賦
岡
市
倍
他
日
。
孔
干
目
。
求
非
我
徒
也
。
小
子
鳴
鼓
而
広
之
可
也
。
由
此
獅
之
。
君
不
行
仁
政
而

寄
之
。
皆
棄
於
孔
子
者
也
市

孟
子
目
。
晶
其
四
時
警
高
数
。
民
可
使
富
也
岬

川

w

孟
子
臼
。
今
之
官
停
君
者
皆
同
。
我
能
鋳
君
畔
土
地
主
皿
府
庫
。
+
之
所
詞
良
臣
。
古
之
所
謂
民
賦
也
。
君
不
蜘
話
。
不
志
於
仁
。
而
求
宮
之
。
是
寓
緋
也
。

然
ら
ぽ
魁
航
梓
飲
を
行
ふ
と
し
て
一
関
如
何
な
る
税
を
畿
何
賦
課
す
.
へ
き
か
。
先
づ
如
何
な
る
税
を
賦
課
す
べ
き
か
に
就
い
て
は
、

そ上
し.JA;
ての
籍如
は〈
借井
h 回
るの
の制
意を
で提

印盟
主主
一五:
をプ
{昔」。
り“一
「助
ょを
白撃
を品
耕す
ーる

Lは
素
むよ
る h

泊乞 J 
そ」
りの
と
民 E
寅ろ
白
血で

事Z
;;;;，>n 
r.r 
>n ~ 
るリ
古宝 首ユ
弓"< 
fE葦
ぺし
井
回助
品目は
の籍
下た
にり
於で

術
家
白
担
消
息
認

大z

入頁
、
究

下
上
下
問

句
上
句
句
白

章
句
章
章
制

金
章
心
子
同

文
書
帯
告
古

膝
離
、
・
那

、
、
一
三
一
文

六
七
十
十
、

第
第
第
静
士

春
巻
巻
巻
博

子
子
千
千
醐

孟
孟
孟
孟
加
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儒
求
。
鯉
静
思
想

ノh
匹も

け
る
枕
は
助

D
法
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
孟
子
も
そ
れ
を
認
め
て
ゐ
る
と
と
は
弐
白
句
に
よ

り
て
明
で
あ
る
と
云
へ
ょ
う
。
回
く
、

情
地
英
善
於
助
。
英
不
善
於
貢
。
賞
者
較
敷
歳
之
中
以
鴻
常
。
柴
歳
粒
米
狼
戻
。
多
車
之
而
不
録
曲
。
則
寡
車
之
。
凶
年
糞
其
田
而
平
E
。
則
品
展
盈

請
。
鋳
民
父
母
。
使
民
跨
跨
輯
。
持
絡
歳
勤
動
。
不
得
以
養
其
矢
畦
o

又
稲
貸
而
盆
之
o

使
老
稚
韓
乎
溝
盤
。
恵
布
其
鵠
民
父
母
也
下

突
に
幾
何
の
税
を
賦
課
す
べ
き
か
に
就
い
て
は
十
分
自
一
の
税
を
以
て
現
想
と
し
、
そ
れ
土
り
多
〈
と
も
、
そ
れ
上
り
少
〈
と
も
不

可
と
す
る
己
と
弐
白
句
。
示
す
と
と
る
で
あ
る
。
日
〈
、

夏
后
民
王
十
而
買
。
股
人
七
十
而
助
。
周
人
百
畝
而
徹
。
其
賞
皆
什
一
也
凶

白
圭
日
。
吾
欲
二
十
而
軍
一
何
如
。
孟
子
回
。
子
之
遁
格
設
也
。
寓
室
之
国
。
一
人
陶
則
可
乎
。
日
不
可
。
器
不
且
用
也
。
目
。
夫
絡
五
穀
不
生
惟
黍

生
之
。
輔
披
郭
官
室
宗
廟
祭
加
之
躍
。
部
諸
侯
昨
吊
饗
撃
。
無
百
官
有
司
。
政
二
十
而
取
一
両
足
也
。
今
居
中
闘
。
去
人
倫
。
無
君
子
。
如
之
何
其
可

効

也
。
陶
以
寡
。

H
不
可
以
鵠
凶
。
担
無
君
子
乎
。
欲
昭
之
於
莞
舜
之
道
者
。
大
和
小
特
也
。
欲
重
之
於
莞
舜
之
道
者
。
大
築
小
柴
也
。

但
し
、
モ

D
十
分
自
一
白
税
は
年
々
白
牧
穫
の
貰
績
に
就
い
て
の
十
分
の
一
に
し
て
、
具
概
的
に
は
会
聞
の
牧
穫
そ
れ
自
悌
を
意
味

す
る
と
と
は
前
に
引
貯
る
と
こ
ろ
を
綜
合
考
察
す
れ
ば
自
ら
現
解
せ
ら
る
ぺ
雪
ー
と

E
ろ
に
し
て
ま
た
多
言
を
要
せ
ね
か
と
忠
ム
。
か

〈
孟
子
が
そ
の
財
政
収
入
に
就
い
て
助
を
と
り
公
団
の
牧
穫
に
よ
る
と
す
る
己
主
は
明
で
あ
る
が
、
孟
子
は
そ
れ
の
み
を
認
め
て
、

そ
の
他
の
税
賦
は
と
れ
を
斥
〈
る
も

D
の
如
〈
、
次
の
如
〈
同
ふ
。

市
臨
而
不
徳
。
桂
而
京
協
。
別
天
下
之
向
皆
悦
而
廟
議
於
其
市
長
。
開
講
而
弔
征
。
別
天
下
之
旋
骨
悦
而
願
出
於
其
路
央
。
耕
者
助
町
不
続
。
則
天
下

之
嵐
官
官
悦
而
願
耕
於
其
野
呉
。
堅
実
里
之
布
。
別
天
下
之
民
皆
一
世
而
思
芝
草
加

孟
子
目
。
有
布
緯
之
征
。
粟
未
之
程
。
力
役
之
程
。
君
子
用
高
一
。
稜
其
一
一
o

用
其
一
而
民
有
罪
。
用
其
三
而
父
干
船
。

か
〈
て
孟
子
に
よ
れ
ば
歳
入
は
長
田
町
牧
獲
で
、

H
っ
、
盛
岡
町
耽
獲
に
限
る
が
如
〈
で
あ
る
が
、
そ
ろ
す
る
・
と
そ
の
時
入
論
ほ
か
の
フ
イ
ジ
ヲ
タ
ラ

孟子、巻第五、膝文公章句上
孟子、春第五、勝文公章句上
孟子、巻第十二、告子章句下
孟子、巻構三、会孫丑章句ト
孟子、巻第十四、素心章句下
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ツ
?
の
所
設
に
近
似
し
、
量
子
を
以
で
土
地
車
税
請
の
先
願
者
た
り
と
す
る
を
妨
げ
由
こ
・
と
に
な
る
よ
う
で
あ
否
。

終
に
歳
刊
で
あ
る
が
、
平
晶
子
は
孔
子
と
同
じ
〈
放
漫
浪
費
を
排
し
、
節
用
俄
約
を
旨
と
す
る
が
、
然
し
、
た
だ
支
出
が
少
〈
あ
り
さ

へ
す
れ
ば
よ
い
と
一
百
ふ
緊
縮
一
献
張
り
で
は
な
い
乙
と
も
亦
孔
子
と
同
じ
で
あ
る

E
と
は
先
に
引
け
る
如
ぐ
か
ぐ
り
如
き
を
貌
道
と

し
て
斥
け
る
に
よ
り
て
明
で
あ
ら
う
。

初
予
は
先
づ
人
が
よ
〈
群
に
於
て
存
す
る
と
と
を
認
め
て
、

ホ
此
有
無
而
無
生
。
草
木
有
生
而
無
知
。
舟
歌
有
知
而
無
義
。
人
有
無
有
生
有
知
事
H
有
義
。
故
最
錫
天
下
貴
也
。
力
不
若
牛
。
走
不
若
馬
。
而
牛
馬

煩
用
何
也
。
日
人
龍
端
彼
不
龍
翠
也
。
人
何
以
龍
筆
。
日
分
。
分
何
以
能
行
。
日
以
義
。
故
義
以
分
則
利
。
利
則
一
。
一
則
多
カ
0
4
J
力
則
彊
。
眠
別

弧

勝
物
。

と
言
ふ
。
今
己
れ
を
諸
問
む
司
と
き
は
、
弱
肉
強
食
。
生
存
競
争
に
於
て
自
然
陶
汰
聖
受
け
適
者
生
存
す
呂
と
己
ろ
に
生
物
進
化
の
疎
法

を
見
る
ダ

1
ウ
ヰ
ン
の
亜
流
D
一
一
問
視
に
針
し
て
、
穂
族
内
に
於
け
る
相
可
扶
助
己
そ
異
種
族
乃
至
自
然
環
境
と
の
闘
争
に
於
て
能

〈
勝
利
者
と
し
て
生
存
す
る
遁
者
た
る
矯
O
保
件
で
あ
る
と
説
く
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
相
互
扶
助
論
を
市
内
想
せ
し
む
る
も
D
が
あ
る

が
、
然
か
し
、
布
子
は
人
も
知
る
如
〈
武
子
と
は
反
針
の
性
悪
論
者
で
、
人
を
日
し
で

人
之
性
悪
。
其
葬
者
偽
也
。

と
閥
、
人
の
性
悪
な
る
所
以
を
論
説
し
て
、

士
薄
闇
厚
。
悪
願
英
。
鞭
閥
庚
。
貧
尉
官
。
賎
闘
賞
。
有
無
之
中
者
。
品
求
於
件
。
故
宵
而
平
岡
府
。
賞
而
不
願
勢
。
有
有
之
中
者
。
品
不
及
於
丹
3

用
此
掴
ウ
~
。
人
之
欲
儒
普
者
。
震
性
悪
也
ぷ

儒
誕
の
臨
済
思
想

ブ1己
主王
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儒
抵
の
摂
済
思
想

一
九
六

と
一
一
員
ひ
、
ま
た
人
は
欲
望
の
奴
隷
に
し
て
、
と
れ
よ
り
脱
却
し
維
い
と
す
る
o

印
日
〈
、

凡
人
有
所
一
向
。
飢
而
飲
食
。
寒
而
欲
焼
。
努
而
欲
息
。
好
判
珂
思
害
。
是
人
之
所
生
而
有
也
。
是
無
待
而
品
問
者
也
。
是
再
装
之
所
同
也
。
日
排
白
黒

美
悪
。
耳
排
昔
卑
荷
濁
。
口
紳
酸
械
甘
苦
。
鼻
耕
茶
芳
胆
牒
。
骨
借
膚
理
排
山
五
千
暑
疾
養
。
是
又
人
之
所
常
生
町
有
也
。
是
無
待
而
拙
者
也
。
是
品
恭
之

副

所
同
也
。

夫
人
之
情
目
欲
葉
色
。
ヰ
m

襲
撃
。
口
欲
茶
味
。
鼻
枇
恭
臭
ロ
心
棋
碁
供
。
此
主
義
者
人
情
之
所
品
不
明
月
%

以
欲
錦
可
畑
町
而
求
之
。
情
之
所
品
不
克
也
。

人
之
情
。
食
欲
有
帽
抽
象
。
衣
笠
咽
文
繍
。
行
依
有
些
師
。
又
聖
人
晶
町
一
貯
蓄
積
之
官
也
同

7さ
人か
生ら
而-

!子
o 主

語人
不 E
f畢白
嬰然
誌の
無ま
求堂
。に

三塁放
川任
d降
臨す
itれ
分ば
界欲

梨警
官旨 孟~

z;2 
0 し
事て

~~ iiit 
句合
冊 t士
五1) 且
窮…歯L。∞，，亡
陥
る
の
外
た
v> 

と
見
る

印
日
」、

然
る
に
か
く
て
は
せ
っ
か
く
の
輩
も
崩
解
せ
心
ば
た
ら
ね
の
で
、
そ
と
で
そ
れ
を
避
け
る
錦
に
は
欲
望
に
劃
し
て
等
廃
す
る
を
裂
す

る
己
と

K
在
る
が
、
荷
予
は
孔
孟
の
寡
欲
説
に
従
は
中
、
老
妊
の
去
欲
論
忙
期
日
は
や
し
て
「
道
欲
』
を
力
説
し
て
、
臼
〈
、

凡
語
抽
而
待
去
欲
者
。
無
以
道
欲
而
困
於
有
欲
者
也
。
凡
語
泊
町
持
寡
棋
者
。
無
以
節
欲
而
困
於
事
欲
者
也
J
加

欲
不
待
可
得
。
而
求
者
従
所
可
。
欲
不
待
可
得
。
所
受
乎
天
也
。
求
者
従
所
可
。
受
千
心
也
。
故
欲
過
之
而
動
不
及
心
止
之
也
。
品
之
所
可
中
理

則
欲
雌
M

雲
沼
田
於
油
価
。
歓
不
及
而
動
過
ー
之
心
使
忠
也
。
心
之
所
可
究
理
則
歓
推
寡
笑
止
於
刷
冊
。
故
拍
開
票
於
心
之
所
可
。
亡
於
情
之
所
私

然
ち
ぽ
道
欲
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
と
言
へ
ば
、
荷
干
は
鵡
法
忙
よ
り
て
可
能
で
あ
る
と
す
る
も
の
な
る
己
1
C
閥
の
起
原

を
論
ヒ
て
弐
D
如
〈
漣
ぷ
る
に
よ
り
て
己
れ
を
う
か
が
ふ

E
と
が
で
き
る
。
日
〈
、

由
起
於
相
川
也
。
同
人
生
而
有
枇
。
歌
而
不
得
別
不
能
無
求
。
求
而
鵠
度
量
分
界
則
不
能
不
事
。
事
則
観
。
飽
則
窮
o
先
王
悪
其
剖
剛
也
。
故
制
鵡
義
以
分

之
。
且
護
人
之
欽
。
給
人
之
求
。
使
欲
晶
一
小
窮
乎
物
。
物
品
不
朋
卦
欲
。
両
者
相
持
耐
長
。
是
暗
記
厨
起
也
叫

萄子、巻第七、王朝舗第十一
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か
く
荷
一
子
は
欲
望
を
道
く
に
躍

E
以
て
す
ペ
し
と
す
る
が
、
荷
子
に
よ
れ
ば
、
柚
慨
を
以
て
欲
笠
を
道
く
は
各
人
の
欲
問
主
主
無
差
別

平
等
に
制
御
規
定
す
る
の
で
は
な
〈
て
、
そ
れ
は
貴
山
崎
、
長
幼
、
賢
愚
、
能
不
能
。
別
に
よ
っ
て
自
ら
八
刀
あ
り
、
各
々
そ
の
分
忙
安

ん
宇
べ
き
も
む
と
す
る
。
印
日
ム
、

夫
貴
錦
天
子
。
官
有
天
下
。
是
人
情
之
所
同
欲
也
。
鼎
則
従
人
之
欲
。
則
勢
不
能
容
。
物
不
能
婚
也
。
故
先
王
案
錦
之
制
嘩
議
以
分
之
。
使
省
貴
蝿
之

事
。
長
幼
之
差
。
知
賢
鳳
能
不
能
之
分
。
皆
使
人
載
其
事
而
各
得
其
宜
。
捕
後
世
懇
雄
多
ゆ
厚
薄
之
稿
。
是
主
謀
居
和
一
之
遁
也
。
故
或
龍
夫

下
而
不
自
以
鵠
多
。
或
監
門
御
整
地
闘
感
想
向
不
白
川
法
寡
。
故
円
。
斬
而
斉
o

杭
而
順
。
弔
問
町
一
。
夫
是
之
謂
人
も

荒
し
、
彼
に
よ
れ
ば
無
差
別
平
等
は
所
謂
悪
平
等
に
し
て
、
そ
れ
で
は
枇
舎
が
成
り
立
た
ね
が
故
で
あ
る
。
却
と
れ
を
彼
自
言
に
徴

す
れ
ば
日
〈
、

分
均
即
不
偏
。
勢
帯
則
不
室
。
最
費
別
不
位
。
有
夫
有
地
。
而
』
下
有
差
。
明
エ
エ
始
立
。
而
島
岡
有
制
。
夫
両
貴
之
不
能
拍
車
。
嗣
賊
之
不
能
相
曲
。

是
天
扱
也
。
勢
杭
膏
而
歓
忍
同
。
物
不
能
櫓
。
別
品
争
D

m

市
則
必
説
。
地
則
窮
失
。
先
王
悪
品
飢
也
。
故
制
鵡
義
以
分
之
。
使
有
貧
官
賞
蹄
之
等
足
以

相
乗
臨
者
。
主
査
天
下
之
本
也
。
書
目
。
雑
時
中
毒
。
此
之
宮
恥

但
し
、
菊
子
は
と
の
身
分
階
級

E
以
て
生
得

u
t
i
-
絶
齢
不
動
の
も
の
と
す
る
の
で
は
在
く
で
、
貴
人
も
糟
義
に
局
せ
ね
ば
庶
人

に
堕
し
、
庶
人
も
融
義
を
修
め
て
賞
人
と
な
る
と
と

E
得
る
も
の
と
す
る
。
即
日
〈
、

mw 

昨
王
八
百
士
大
夫
之
子
孫
。
不
苗
踊
於
噛
義
。
則
揚
之
庶
人
。
昨
庶
人
之
干
孫
也
。
積
文
闘
争
。

E
身
行
。
龍
鴎
掛
櫨
車
。
則
蹄
之
卿
相
士
大
夫
。

然
し
友
が
ら
『
鵡
は
貨
同
訓
を
加
へ
で
之
を
強
行
し
得
て
始
め
て
慣
値
あ
る
も
白
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
制
裁
友
き
鴨
は
さ
ら
に
般
の
用

η
 

を
潟
さ
札
nu

』
般
に
『
現
在
制
裁
-E
加
ム
る
権
力
主
回
世
っ
て
ゐ
る
君
主
の
践
に
従
は
ざ
る
べ
か
ら
』
ぎ
る
と
と
に
友
り
、
そ
乙
で
、
『
孟

子
が
「
先
王
之
道
」
を
絶
叫
し
て
草
命
を
是
認
す
る
に
射
し
、
硝
子
は
「
後
王
之
道
」
を
唱
道
し
て
曾
王
の
思
想
主
鼓
吹
』
ず
る
己

情
山
市
品
白
程
調
思
想

アu
.-10; 
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儒
ま
の
相
持
思
想

九
j¥、

と
に
な
る
。

同
〈
、

後
王
者
天
下
之
君
也
。
合
後
玉
而
泣
上
古
。
響
之
是
猶
舎
己
之
君
而
事
人
之
君
也
市

か
〈
て
君
主
が
そ
白
鴎
法
を
維
持
す
る
岨
捕
に
構
力
を
行
使
す
る
と
と
を
認
め
て
、

人
之
生
同
小
人
。
無
帥
知
器
。
則
唯
利
之
見
耳
。
人
之
生
同
小
人
。
又
以
也
就
世
。
得
慨
俗
。
是
以
小
重
小
也
。
以
飽
得
飢
也
。
君
子
非
得
勢
以
臨
之
。

則
無
由
得
間
内
岡
崎
。

有
治
人
無
治
法
。

と
一
一
白
ふ
に
至
る
。
殊
に
『
治
人
有
り
て
治
法
廷
し
』
の
詩
は
「
法
は
君
主
の
作
る
も
の
に
し
て
、
君
主
は
法
を
無
視
す
る
も
業
支
た

し
と
い
ふ
意
に
も
解
せ
ら
る
t
A

』
が
放
に
、
そ
れ
は
あ
だ
か
も
珂
欧
に
所
謂
「
主
に
悪
行
無
し
』
(
同
日
明

E
U
舌
ロ
。
君
。
口
問
)
と
同

様
京
櫨
む
一
柳
聖
不
可
侵
た
る
紹
針
性
を
強
調
す
る
も

D
と
考
へ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
萄
子
に
よ
九
円
ば
、
人
は
益
に
於
て
存
立
す
る
が
、
人
目
性
は
も
と
惑
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
自
拡
に
放
任
す
れ
ば
各
各

そ

m
欲
望
を
坦
求
し
て
相
事
ひ
、
還
に
牽
を
破
械
に
導
〈
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
救
済
す
る
錦
に
鵡
桂
が
起
る
の
で
あ
る
が
、
闘
世
は
そ
の
遺

反
者
を
制
裁
す
6
棟
方
を
押
は
ず
し
て
は
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
由
。
そ
れ
で
君
主
が
絶
封
的
の
権
力
を
以
て
鵡
告
を
行
ふ
こ
'
と
に
な
る

k
言
ふ

の
で
あ
る
。

論
じ
で
と
と
に
至
る
と
き
私
は
か
の
ト
マ
ス
・
ホ
ヴ
プ
ス
が
、

P
H
イ
ア
サ
ン
に
於
て
、
人
聞
は
利
己
的
動
拘
で
自
衛
の
嬬
に
は
自
己
の
欲
求
に
従
H
V

て
行
動
L
撃
た
他
を
廟
み
由
者
に
し
て
町
も
人
は
も
と
そ
の
能
力
に
大
な
る
間
隔
な
き
者
な
れ
ば
、
そ
の
原
舶
の
枇
盟
は
寓
人
出
商
人
を
敵
と
す
る
闘
争

耽
麓
で
あ
る
が
、
か
か
る
脈
態
は
却
っ
て
最
初
回
向
衝
の
目
的
に
反
す
る
を
以
て
、
や
が
て
人
類
は
闘
争
円
代
り
に
平
和
の
必
要
な
る
と
と
を
一
痛
感
す
る

に
至
る
が
、
平
和
を
維
持
す
る
矯
に
は
互
に
各
自
由
自
然
に
有
タ
る
白
由
を
制
限
し
て
悩
を
害
せ
ざ
る
と
と
を
拘
せ
ざ
る
べ
か
ら
子
、
町
し
て
そ
の
約
を

賀
行
す
る
錦
に
ほ
紹
割
の
擢
力
を
符
使
L
て
蓮
約
者
を
制
裁
す
べ
き
主
権
者
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
か
〈
て
、
各
人
が
そ
の
自
鶴
田
植
潤
を
譲
渡
す
る
と
こ

ろ
に
成
り
立
戸
主
樺
者
の
樺
力
は
紹
封
に
し
て
、
各
人
が
こ
の
君
主
白
紐
封
構
に
服
従
ナ
る
ー
と
き
、
こ
と
に
人
摘
は
原
始
的
献
濁
よ
り
国
家
生
活
に
入
る

と
油
ペ
で
居
耐
の
を
想
起
し
て
こ
者
白
論
旨
の
よ
〈
相
似
た
る
に
感
嘆
せ

F
る
を
待
向
。

萄子、巻第三、非相l鵠第宜 74) 荷子、巻第二、柴辱旗第四
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遺
欲
は
い
柏
市
欲
で
は
左
〈
準
ら
欲
望
定
足
の
肯
定
の
上
に
成
り
立
つ
。
然
る
に
欲
望
充
足
の
矯
に
は
先
づ
財
貨
の
獲
得
印
ち
所
調
生

査
が
成
り
立
つ
主
要
す
る
が
、
生
産
に
つ
い
て
は
荷
子
は
先
づ
上
に
立
つ
者
よ
〈
岡
家
を
統
治
す
る
在
ら
ぽ
周
貨
は
車
市
な
る
υ

ピ
得

る
と
す
る
。
臼
〈

君
者
蕃
宰
也
。
索
道
端
則
高
物
品
百
得
共
宜
。
六
畜
皆
得
其
長
。
筆
生
皆
得
其
命
。

次
に
は
下
に
在
る
人
が
よ
〈
生
産
主
治
む
る
に
よ
り
て
財
貨
は
歯
車
寄
た
る
を
得
る
と
し
て
次
の
如
く
誕
〈
。
日
〈
、

今
是
士
之
生
五
穀
也
。
人
善
治
之
。
則
畝
設
盆
。
一
歳
而
再
穫
之
。
然
後
瓜
桃
楽
李
。
一
本
数
以
盆
故
。
然
後
常
茶
百
疏
此
坪
輩
。
鼎
後
六
帯
禽
酷
。

一
両
珊
平
o
百
世
魚
鑑
肺
鯉
以
時
別
。
一
一
向
成
準
。
然
後
飛
鳥
抱
腕
若
個
海
O

叫
間
後
昆
最
高
物
生
其
問
。
可
以
利
食
護
者
。
不
可
勝
数
也
。
夫
天
地
之

生
寓
拘
也
。
同
有
憐
足
以
食
人
失
。
嗣
弱
繭
締
。
鳥
獣
之
羽
毛
樹
草
也
。
同
有
儲
且
以
衣
人
失
。

モ
し
て
よ
〈
生
花
主
治
む
る
の
遣
は
初
子
も
亦
諸
子
の
如
〈
先
づ
よ
〈
自
然
法
則
に
維
ひ
で
資
源
を
開
後
培
養
す
べ
き
を
論
じ
て
、

養
長
時
則
六
膏
育
。
殺
生
時
則
草
木
摘
。
草
木
柴
草
滋
碩
之
時
。
則
斧
斤
不
入
山
林
。
不
天
其
生
。
不
絶
其
長
也
。
電
地
舟
崎
鯛
鱒
苧
別
之
時
。

同
骨
蒜
難
不
入
問
。
不
天
其
生
。
不
調
其
長
也
。
非
耕
夏
蒜
。
執
牧
冬
議
。
凹
者
不
先
時
。
故
五
穀
不
帽
。
而
百
姓
有
品
開
食
也
。
話
池
淵
梢
川
揮
。
謹

初

共
時
禁
。
故
魚
随
催
多
。
而
百
姓
有
偉
用
也
。
軒
伐
養
長
。
不
失
其
時
。
故
山
拝
不
輩
。
而
百
姓
有
偉
材
也
。

と
一
百
ふ
。
弐
に
自
然
に
働
き
か
け
る
と
己
ら
の
持
働
に
就
い
て
も
情
意
せ
る
己
井
一
は
そ
れ
忙
倒
し
て
亦
京
子
と
同
じ
〈
分
業
の
利
議

必
婆
を
識
認
せ
る
亡
と
吉
一
不
す
弐
の
諸
何
に
よ
り
て
と
れ
を
知
る

E
と
が
で
き
土
う
。
日
〈
、

宵
技
所
成
。
所
以
養
一
人
也
。
而
能
不
能
兼
技
。
人
不
能
兼
官
。
離
居
不
相
符
則
窮
。

君
子
迄
所
調
資
者
。
非
曲
編
龍
人
之
所
龍
-4
調
也
。
君
子
之
耐
調
知
者
。
非
能
循
知
人
之
所
知
之
謂
也
。
君
子
之
所
謂
排
者
。
非
龍
偏
排
人
之
所
持
之

謂
也
。
君
子
之
所
謂
察
者
。
非
龍
編
察
人
-4
所
聾
之
謂
也
。
有
所
正
央
。
相
高
下
。
瓶
控
肥
。
序
五
日
明
。
君
子
不
如
農
人
。
週
間
賞
。
相
韮
題
。
野
貴

由
。
君
子
不
如
買
人
。
設
規
拒
。
陳
縄
品
。
使
冊
用
。
君
子
王
山
工

A
W

情
説
の
組
済
思
想

ゾじ

九

九
十
九
十
八

第
帯
第
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第

稿
篇
続
篇
籍

制
凶
制
闘
故

主
官
王
宮
儒

五
六
五
六
回

第
事
第
帯
第

容
器
巻
巻
巻

、
、
、
、

子
子
子
干
子

萄
宥
荷
宥
苛
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骨
誕
百
輯
神
思
想

O 
O 

好
害
者
来
具
。
而
骨
髄
掴
侍
者
向
札
也
。
好
樟
青
葉
央
。
而
后
穂
肺
冊
宥
京
也
か
肝
柴
半
相
乗
央
。
而
柑
晴
、
明
博
岩
出
旦
也
。
好
義
者
最
失
。
而
舜
潤
停
者
査

時
時
作
弓
。
惇
排
作
矢
。
而
事
耕
於
射
。
現
仲
作
草
。
粟
壮
作
事
馬
。
而
措
父
特
骨
曲
。
白
古
及
今
。
宋
嘗
有
岡
而
能
締
者
も

国
に
と
白
最
後
に
引
け
る
と
と
ろ
は
一
事
に
専
心
す
る
は
熟
練
勘
龍
に
達
す
る
所
以
で
そ
こ
に
分
業
白
一
円
敷
呆
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と

こ
ろ
、
ス
ミ
ス
と
符
簡
を
合
す
如
〈
で
あ
る
耐

そ
し
て
初
子
白
分
業
主
説
〈
や
、
た
だ
に
異
れ
る
各
種
の
峨
業
の
間
に
成
立
す
る
分
業
白
み
で
友
〈
、
賓
に
一

D
業
の
持
働
行
程
を

分
割
す
る
言
葉
の
民
正
の
意
味
に
於
け
る
巴
ヨ

E
言
。
「
F
P
U
②
匡
削
分
持
又
は
分
工
を
暗
示
さ
へ
す
る
。
印
、
日
く
、

鮪

農
分
田
而
耕
。
買
分
貨
而
版
。
百
工
分
事
而
勤
。
士
大
夫
分
職
而
聴
。
建
岡
需
侯
之
君
。
分
土
而
守
。
一
一
一
公
弧
方
而
議
。
則
天
子
共
己
而
巳
。

次
に
分
業
白
要
件
た
る
交
易
を
説
〈
や
先
づ
そ
の
本
質
に
ふ
れ
て
日
ふ
。

品
者
以
一
品
一
。
人
出
回
無
得
事
無
喪
也
。
以
一
易
雨
。
人
日
無
喪
而
有
符
也
。
以
両
晶
一
。
人
日
無
得
而
有
聾
也
。
計
者
取
所
多
。
謀
者
従
所
可
。
以

剛
晶
一
。
人
英
之
錦
ご
O

今
こ
れ
に
よ
り
て
己
れ
を
み
れ
ば
、
「
一
を
以
て
雨
に
易
へ
』
る
と
と
は
「
人
之
を
矯
す
英
し
」
で
あ
る
か
ら
、
従
て
『
雨
を
以
て
一

に
易
へ
」
る
己
と
も
亦
成
り
立
た
ぬ
は
づ
で
、
そ
し
て
そ
れ
は
印
交
易
の
不
等
傾
に
於
け
る
成
立
を
否
定
し
、
交
易
は
等
僚
に
於
て

D
み
成
り
立
つ
と
す
る
己
と
マ
ル
ク
ス
と
援
を
一
に
す
る
も
の
で
ち
る
と
解
せ
ち
れ
る
ロ
但
し
、
「
謀
は
可
と
す
る
所
に
従
ふ
』
の
何

は
解
し
様
に
よ
っ
て
は
客
槻
憤
値
の
外
に
主
観
債
値
を
認
め
、
客
観
的
に
は
「
一
を
以
て
一
に
易
へ
』
る
に
外
な
ら
由
と
己
ろ
に
於

て
主
観
的
に
は
営
事
者
何
れ
も

『
各
々
某
所
を
得
」

ム
」
す
る
も
白
と
す
る
E
と
が
許
さ
れ

『
一
を
以
て
雨
に
易
へ
」

た
と
思
っ
て

る
か
と
も
考
へ
ら
れ
、
そ
し
て
さ
う
す
れ
ば
、
荷
子
は
、
交
易
の
基
礎
に
横
は
品
僚
値
論
D
問
明
に
ま
で
思
索
を
進
め
た
己
と
に
左

り
、
そ
り
明
論
の
展
開
。
合
理
的
で
あ
り
、
且
透
徹
せ
る
と
と
は
推
重
に
値
せ
ね
ば
佐
ら
血
。
か
〈
交
易
の
原
理
主
賓
明
す
る
布
子

有子、巻第十五、解廠指第一f五
Adam Smith， ibid. p. 9 
荷子、巻第七、王覇矯第十一
者子、春第ト六、 TE名鵠第二十二

83) 
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は
宮
た
そ
の
際
到
の
上
に
成
立
す
る
そ
の
校
相
を
綾
遁
し
て
明
快
在
る
筆
を
振
ム
。
日
〈
、

通
流
財
物
粟
末
。
無
有
滞
留
。
使
相
蹄
移
也
。
四
海
之
内
若
家
。
故
読
者
不
膿
其
曲
。
逮
者
弔
問
問
其
勢
。
無
間
間
際
僻
之
国
。
英
不
趨
龍
而
官
栄

之
。
夫
R

耳
之
詞
人
師
。
是
王
者
之
法
也
。
北
海
則
有
走
馬
吠
犬
君
。
然
而
中
凶
得
而
畜
使
迄
。
南
梅
則
有
羽
繭
品
問
草
官
青
丹
干
詩
。
然
而
中
岡
得
而
財

之
。
東
海
則
有
紫
結
魚
閥
馬
。
保
而
中
川
申
一
得
而
衣
食
之
。
間
海
則
有
皮
革
文
施
駕
。
斡
而
中
凶
得
両
用
之
。
故
揮
人
足
乎
木
。
山
人
足
乎
魚
。
陸
夫
不
断

倒
。
不
附
泊
。
而
足
械
用
。
工
頁
不
耕
問
。
両
足
抜
粟
。
故
虎
豹
偲
猛
央
。
然
刻
子
剥
而
用
之
。
故
天
之
所
積
。
地
之
所
載
。
英
不
諜
其
美
世
其
用
。

♂
 

上
以
怖
賢
乱
。
下
山
養
百
姓
。
而
安
柴
之
。

生
産
せ
ら
れ
た
る
財
貨
が
交
易
に
よ
り
て
各
人
白
手
に
渡
る
と
き
そ
と
に
分
配
が
成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
が
、
分
配
に
就
い
て
は

初
子
は
民
を
官
裕
在
ら
し
め
貧
乏
に
陥
る
た
か
ら
し
む
る
己
と
を
力
説
し
て
、
例
へ
ぽ
、

知
飾
用
特
民
。
則
必
有
仁
義
理
良
之
名
。
而

E
有
官
厚
丘
山
之
積
央
。

不
知
飾
刷
用
裕
民
。
則
民
食
。
民
貧
則
同
格
問
機
。
田
帯
以
内
欄
則
山
川
書
ー
む

裕
民
則
民
寓
。
民
高
則
同
胞
は
品
。
同
胞

M
易
則
出
費
百
倍
。

L
」
』
昌
ふ
。
然
し
前
述
の
如
〈
、
身
分
、
階
級
を
肯
定
し
て
無
差
別
平
等
を
否
定
す
る
と
と
お
よ
り
す
れ
ば
分
配
に
於
け
る
均
分
は
認

め
血
己
と
に
た
る
と
言
っ
て
差
し
支
へ
泣
い
か
と
岡
山
ム
。

と
う
言
ふ
と
苛
子
円
分
配
論
は
払
子
。
そ
れ
と
金
然
正
反
針
目
如
〈
で
あ
る
が
、
孔
子
と
躍
も
貧
長
患
へ
向
と
は
一
耳
っ
て
も
貧
を
好
ん
だ
わ
吋
で
も
な

〈
、
又
消
費
が
植
に
そ
む
f
べ
か
ら
ぎ
る
こ
と
を
認
品
、
鵡
に
階
組
の
別
あ
る
こ
と
は
否
定
せ
向
田
で
あ
る
か
ら
た
だ
有
子
炉
均
分
を
力
説
せ
ず
、
民
を

官
裕
に
す
る
こ
と
を
強
制
し
た
左
こ
ろ
に
特
訓
を
見
る
ー
と
言
ふ
r
b
ゐ
で
、
孔
子
の
分
配
論
、
と
布
子
の
そ
れ
に
は
そ
れ
程
の
大
き
な
運
庭
は
な
い
左
言
っ

て
よ
か
ら
う
。

分
配
せ
ら
れ
た
る
財
貨
の
消
費
に
就
て
は
.
荷
r
T
D
言
ム
と
こ
る
は
結
局
節
約
誕
主
山
で
む
の
で
あ
る
が
、
但
し
そ
の
節
約
説
は

蓄
積
設
と
相
表
裡
し
、
消
費
を
節
約
し
て
、
よ
っ
て
生
中
る
残
徐
を
蓄
積
し
て
、
以
て
腕
来
に
備
ふ
べ
き
と
と
を
設
〈
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
は
岡
家
経
済
た
る
と
個
人
経
済
た
る
と
を
問
は
お
。
即
吠
の
如
し
。
日
〈
、

足
圃
之
道
。
節
用
裕
民
。
而
善
蔵
其
健
制

儒
誕
の
輯
梼
思
想

C 

九
十
十

時
開
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第
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第
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国

王
官
官
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傭
P

品
目
組
済
思
想

O 

今
人
之
生
也
。
方
知
蓄
難
問
時
州
議
。
又
畜
牛
羊
。
然
而
食
不
敢
有
摘
内
。
儲
刀
布
。
有
岡
卯
。
掠
而
衣
不
敢
有
綿
品
。
約
者
有
佳
健
之
威
。
然
同
行
不

融
有
一
拠
隠
。
是
何
也

o
t
T慣
也

o
幾
一
小
長
慮
問
後
。
而
恐
無
以
鱗
之
故
也
。
は
宣
誓
人
節
用
御
世
。
昨
号
車
一
帯
叩
問
。
以
鱗
之
町
。

然
し
在
が
ら
初
子
は
必
要
注
消
費
ま
で
も
ま
け
て
節
約
し
て
将
来
の
岬
胞
に
帯
積
せ
よ
と
百
ム
の
で
は
友
〈
、
た
だ
物
の
消
費
は
そ
の

用
在
中
究
た
さ
ね
ば
な
ら
白
が
、
そ
の
用
を
充
た
せ
ば
足
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
口
上
に
及
ぶ
要
は
友
い
か
ら
、
そ
の
分
は
蓄
積
し
て

以
て
将
来
に
備
へ
よ
と
吉
ロ
ム
の
で
あ
る
。
換
一
一
面
す
れ
ば
、
必
嬰
に
し
て
十
分
で
た
け
れ
ば
友
ら
由
が
、
必
一
盛
以
上
に
十
二
分
左
る
は

否
と
す
る
D
で
あ
る
。
そ
し
て
己
L
に
必
要
と
言
ふ
中
に
は
鵡
の
立
場
よ
り
す
ろ
必
要
を
も
合
む
と
と
勿
論
で
あ
る
。
今
荷
子
の
教

義
を
説
〈
私
も
暫
〈
、
布
子
白
教
設
に
期
目
ひ
て
有
子
の
と
の
見
解
を
侍
へ
る
に
必
嬰
忙
し
て
禿
分
で
あ
る
と
思
は
れ
る
一
句
を
引
く

に
止
む
れ
ば
、
日
〈
、

錦
乙
雌
琢
刻
叫
蜘
献
文
章
。
憧
品
以
排
貴
賎
阿
巳
。
不
正
其
獅
。
錦
之
錨
草
管
磐
琴
起
学
輩
。
使
足
以
排
吉
凶
ム
日
放
定
和
而
巳
。
T

巾
求
其
銭
。
錆
之
官

室
選
術
。
使
足
以
挫
煉
踊
義
徳
耕
輔
重
一
向
巳
。
不
求
品
目
先
日

私
は
既
に
郁
子
の
消
費
論
を
述
べ
る
際
に
彼
が
、
闘
家
の
消
費
に
就
い
て
論
宇
る
と
と
お
を
う
か
が
っ
た
が
、
園
，
援
の
消
費
は
帥

財
政
の
支
出
に
営
る
。
そ
れ
で
荷
子
の
財
政
論
に
於
け
る
支
出
論
が
節
約
緊
縮
設
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
帰
来
の
錦
に
蕎
積

せ
ん
が
震
で
る
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
氏
を
官
裕
友
ら
し
む
る
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
最
早
明
た
と
と
る
に
属
す
る
の
そ

と
で
を
の
牧
入
論
を
う
か
が
ふ
に
荷
予
は
道
欲
を
読
き
緊
織
を
唱
へ
民
を
官
裕
左
ら
し
め
ん
と
と
主
流
〈
だ
け
に
矢
張
り
苛
放
詠
求

を
排
し
て
軒
賦
薄
数
を
と
る
「
そ
し
て
枕
寧
は
十
分
の
一
を
理
想
と
す
る
も
白
白
如
ぐ
で
あ
る
。
例
へ
ば
同
〈
、

開
市
趣
而
不
征
。
質
律
禁
止
而
不
偏
。
却
是
則
買
英
不
敦
鶴
岡
無
詐
央
。
百
工
将
時
斬
伐
。
仙
其
期
目
。
而
利
其
巧
任
。
如
是
則
百
工
英
不
忠
信
而
弔

桔
央
。
同
脚
部
持
軽
岡
野
之
説
。
省
万
布
之
盤
。
軍
師
事
力
役
。
無
奪
農
時
。
如
是
則
農
尭
英
不
朴
力
町
寡
龍
央
仙

輔
岡
野
IZ
一世
a

平
岡
市
征
。
空
興
力
役
。
書
志
田
時
。
如
是
則
凶
富
臭
o
夫
是
之
詞
川
州
政
栴
民
日

王
者
之
等
賦
政
事
財
高
拘
ロ
所
以
養
寓
民
也
。
岡
野
什
一
。
岡
市
幾
珂
不
在
。
云
々
胡

四
十
十
十
九

第
帯
第
輔
第

篇
鵠
錨
篇
篇

辱
岡
靭
凶
制

柴
常
王
宮
玉

二
六
七
六
五

第
第
第
第
第

巷
巷
轡
春
巻

子
子
子
子
子

苛
苛
苛
萄
萄
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